
科学の技法 

東京大学 

「初年次ゼミナール理科」 

副読本 
2019 年度版 

東京大学大学院総合文化研究科・教養学部附属 
教養教育高度化機構 初年次教育部門 



目 次 

Part１．初年次ゼミナール理科 共通授業テキスト ........................................................................................ 1 

 
Part２．ICTツールをグループワークに役立てよう ...................................................................................... 8 
Step 1 大学のアカウントで何ができる？...................................................................................................... 8 

Step 1.1 無線 LAN（WiFi）を利用する ................................................................................................... 9 
Step 1.2 各種WiFiアカウントの取得 ..................................................................................................... 10 

Step 1.2.1 UTokyo WiFi ........................................................................................................................ 10 
Step 1.2.2 eduroam ............................................................................................................................... 11 

Step 1.3 マイクロソフトアカウントの有効化 ......................................................................................... 12 
Step 1.4 ECCSクラウドメールの設定 .................................................................................................... 13 
Step 1.5 Chromebookの使い方 ............................................................................................................... 14 

Step 1.5.1 キーボード ............................................................................................................................ 14 
Step 1.5.2 設定変更 ................................................................................................................................ 15 
Step 1.5.3 ファイル、フォルダ、外部ドライブの開き方 .................................................................. 15 
Step 1.5.4  SSDから外部ドライブへのファイルコピーの仕方 ....................................................... 16 

Step 2 クラウドのファイル共有でグループワークを効率化しよう ......................................................... 16 
Step 2.1 Office 365を使ってファイル共有をしよう ............................................................................. 17 

Step 2.1.1 Microsoft OneNoteで授業情報を集約する ...................................................................... 17 
Step 2.1.2 OneDriveを使ってファイルを共有する ........................................................................... 20 
Step 2.1.3 発表ファイルをチームメンバーと共同編集する .............................................................. 21 

Step 2.2 G Suite for Educationの機能を活用しよう ............................................................................ 22 
Step 2.2.1 Google Appsを用いた共同編集 ......................................................................................... 22 
Step 2.2.2 Google Formsの利用 .......................................................................................................... 23 
Step 2.2.3 Google フォトを用いた画像データの共有 ....................................................................... 25 

Step 2.3 Dropboxの活用 ........................................................................................................................... 26 
Step 2.3.1 Dropboxを用いたファイル共有方法 ................................................................................. 27 
Step 2.3.2 リンクを用いて、不特定多数から特定のフォルダ内にファイルを収集する ................ 28 

Step 2.4 さまざまなクラウドサービスの特徴まとめ ............................................................................. 29 
Step 3 グループウェアを用いたコミュニケーション ................................................................................ 30 
Step 4 学内アカウントを活用したプログラミング環境 ............................................................................ 34 

Step 4.1 MathWorksアカウントの取得とMATLABの利用 .................................................................. 34 
Step 4.2 ウェブブラウザだけで Jupyter ノートブックを利用する ....................................................... 36 

 

Part３．早速使ってみたい人のための文献探索ガイド ................................................................................ 37



9

•
•

•

•
•

•

•
•

•
•

•

•
•

•
•
•

•
•
•

•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

本副読本の作成には、下記の方々にご協力いただきました。
教養教育高度化機構 アクティブラーニング部門
大学総合教育研究センター
情報システム部
情報システム部情報基盤課学術情報チーム
駒場図書館情報サービス係
情報基盤センター教育用計算機システム担当
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Step 1 大学のアカウントで何ができる？

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんは、入学に際して UTokyo Accountという IDを

もらったと思います。学生証の右下に書かれている 10 桁の番号です。この ID と自分で設定したパスワー

ドを使って、何ができるのでしょうか？ 

 UTokyo Account は学生生活に不可欠なものであることが分かりますね。ここで注意しておきたいの

は、ECCSアカウントはそのままでは利用できず、「教育用計算機システム（ECCS）利用の手引き」を読ん

でオンライン新規利用者講習会を受講し、小テストに合格することで利用可能になります。ユーザー名と

パスワードは UTokyo Accountと同一です。 

これらのサービスの中には、UTokyo Account を利用して改めてそれぞれのアカウントを作らないと利

用できないものがいくつかあります。必要性の高い順に設定方法を解説します。 

Check! キーワードで簡単に検索できるページには QRコードを載せていません。 

・UTokyo Account

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/account_student.html

・ECCS利用の手引き（QR）http://www.ecc.u-tokyo.ac.jp/guide/tebiki/

・新規利用者講習会 https://www.ecc.u-tokyo.ac.jp/onlineseminar.html

Part２．ICT ツールをグループワークに役立てよう 

8



 

Step 1.1 無線 LAN（WiFi）を利用する                        

皆さんは外出先でスマートフ

ォンやタブレットでインターネ

ットを利用する時に、4Gや LTE

といった規格の、サービスプロ

バイダによって提供される携帯

電話の電波を利用することが多

いでしょう。しかし、これらは大

量に使用すると通信料が高額で

あったり、通信速度が安定しな

かったりという問題がありま

す。そのため、自宅では無線 LAN

ルータを使用したり、公衆 WiFi

スポットを使ったりしてコンピ

ュータやタブレットをインター

ネットに接続する場合が多いと

思います。 

 

 UTokyo Accountを使って利用権を取得できるWiFi接続サービスには以下のものがあります。いずれも、

各サービス専用のユーザーIDとパスワードを取得する必要があり、有効期限が定められています。国内か

らであれば、携帯電話などからでもアカウントを有効化することができます。 

1. 全学無線 LANサービス： UTokyo WiFi：6ヶ月 

2. 国際無線 LANローミング基盤 eduroam（エデュローム）：最長 6.5年 

eduroamは国内では国立情報学研究所によって展開されているサービスで、一度取得すると国内外の多

くの大学や研究機関でWiFiを利用できます。UTokyo-Guestは学外からの訪問者向けのサービス（ソフト

バンク社提供）であり、UTokyo Account は必要ありません。 

 

 これらのサービスに対し、UTokyo WiFiを使う利点は何でしょうか。UTokyo WiFiでは、WiFiに接続で

きるだけではなく、UTNET という東京大学構成員向けの情報ネットワークへのアクセス権を提供します。

その学内情報の中には、図書館によって契約されている膨大な学術論文の本文やデータベースが含まれて

います。詳細については本副読本の Part 1と Part 2を参照して下さい。UTokyo WiFiアカウントの利用に

際しては、定期的な情報セキュリティ教育の受講が義務付けられています。 

 

 

Figure 1 学内で利用可能なWiFi接続サービス 学内で利用できるWiFi接続サービス 

Check!  

・東京大学での無線 LAN利用 

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/dics/service/wlan.html 
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Step 1.2 各種 WiFi アカウントの取得                    

ここでは、学生生活に欠かせないWiFiアカウントの取得方法を、順を追って解説します。 

Step 1.2.1 UTokyo WiFi                                      

手順①：UTokyo WiFiアカウントメニューにアクセス 

 「UTokyo WiFi」https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/wifi.html のページ中央にある

「UTokyo WiFi アカウントメニュー」へのリンクをクリック。 

手順②：UTokyo Accountでサインイン 

手順③：アカウント発行の申請をします 

手順④：IDとパスワードの確認 

 UTokyo WiFi用の User ID とパスワードは、学務システムに登録されている「通知用メールアドレス」

に送付されるので控えておきましょう。 

手順⑤：接続 

 アクセスポイントから UTokyo-WiFiという SSIDを選び、メールで通知された User IDとパスワード

を入力して接続します。 
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Step 1.2.2 eduroam                                     

手順①：”*.u-tokyo.ac.jp”をドメインに持つメールアドレスを取得するために ECCSクラウド

メールを有効化する 

本副読本の Step1.4「ECCSクラウドメールの設定」を参照してください。 

手順②：東京大学 EDUROAMユーザー情報管理システムにアクセス 

 https://www.eduroam.itc.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/ja/top.cgi にアクセスし、ページ下部の

「新規アカウント発行ページ」リンクをクリック。 

手順③：氏名および”*.u-tokyo.ac.jp”をドメインに持つメールアドレスを入力して「登録」を

クリック 

 入力したメールアドレス宛に、本

人確認のメールが送信されます。メ

ール本文内の URL をクリックする

と、同じメールアドレス宛に

eduroam システム用の ID とパスワ

ードが通知されます。 

 

 

 

 

手順④：接続 

IDとパスワードを入力して認証させる流れは UTokyo WiFiと同様です。公式サイトでデ

バイス別に設定方法を示した「利用の手引き」https://www.eduroam.jp/for_users/#_href_23

も見られます。 

 

 

 

 

Check!  

・駒場・本郷・柏・白金の各キャンパス内でも、建物や教室によってそれぞれのネットワークサー
ビスへの接続しやすさは異なります。 
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Step 1.3 マイクロソフトアカウントの有効化                    

マイクロソフトアカウントを取得すれば、UTokyo Account がある限り、Word、Excel、PowerPoint な

ど Office 365 の機能を、ウェブブラウザから利用したり、自分の PC にインストールしたりして利用でき

るようになります。クラウドストレージ OneDrive 上に保存したファイルは、モバイル向けアプリケーシ

ョンをインストールすることで、スマートフォンやタブレットからも閲覧・編集できます。 

 

 

 

 

手順①：利用権の有効化 

UTokyo Account利用者メニュー（LDAPマネージャー） 

https://utacm.adm.u-tokyo.ac.jp/webmtn/LoginServlet より、UTokyo Accountでログイ

ンし、メニューの「Office 365 ProPlus利用許諾」をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されたページ下部の許諾確

認で「はい」を選択し、保存します。

Office 製品の PC へのインストー

ルの仕方はページ内のリンクを参

照して下さい。 

 

 

手順②：ブラウザから Office 365を利用する 

 PCにオフィス製品がインストールされていなくても、ウェブブラウザから Office 365, Office Online, 

OneDriveのいずれかにアクセスし、ユーザー名・パスワードを入力することにより、ソフトウェアを使用

したり、OneDrive for Business（組織アカウントで利用する場合、こちらの記憶領域を利用します）内に

保存したデータにアクセスしたりすることができます。 

本方法で利用できる Office 365 の内容は組織アカウント（UTokyo Account）に紐付けられたもので

あり、個人用Microsoftアカウントとは異なります。必要に応じて切り替えて利用して下さい。 
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・アカウントメールアドレス（ユーザー名）：10桁の UTokyo Account ID@utac.u-tokyo.ac.jp 

・パスワード：UTokyo Accountのパスワード 

でサインインします。 

 

ここで注意しなければならないの

は、ユーザ ー名となっている

9999999999@utac.u-tokyo.ac.jp は

メールアカウントとしては機能しな

いということです。組織アカウントと

しての利点を持ったメールアドレス

を使用するには、次に説明する ECCS

クラウドメールの有効化を行わなけ

ればなりません。 

 

 

 

 

 

Step 1.4 ECCS クラウドメールの設定                       

 ECCSアカウントが有効化されていることが前提です。ECCSクラウドメールは、実態は Googleによ

る G Suite for Educationという教育機関向けに提供されるサービスの一部です。有効化することで G Suite 

for Educationの豊富な機能が利用できるようになります。 

 

手順①：メールアドレスの設定 

UTokyo Account利用者メニュー（LDAPマネージャー） 

https://utacm.adm.u-tokyo.ac.jp/webmtn/LoginServlet よ り 、

UTokyo Accountでログインし、メニューの「ECCSクラウドメー

ル」をクリックし、メールアドレスを決めます。 

・メールアドレス：任意の文字列@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 

手順②：クラウドメール用のパスワード設定 

 画面左のメニューから「ECCSクラウドメール（パスワード変

更）」をクリックし、パスワードを変更しておきます。これは、Gmail

など G Suite for Educationのサービスを利用する際に必要となる

パスワードで、UTokyo Accountのパスワードとは違うものでなけ

ればなりません。 

Office 365サイトからのサインイン入り口 

Check!  

・Officeソフトウェア活用法動画チュートリアル（FYS portal > 「授業 portal」  

> 「共通教材」）  https://fye.c.u-tokyo.ac.jp/students/materials/ 
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手順③：メールサービスを利用する 

ECCS クラウドメールの利用法は一般の Gmail と同様です。普段 ECCS クラウドメールを使用していな

い場合は、来たメッセージを受け取れるように普段使いのメールアドレスへの転送設定をしておきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

Step 1.5 Chromebook の使い方                         

 Chromebook とは、Chrome ブラウザを中心に運用されるノート PC です。Linux 系の OS である

Chrome OS をベースに、Chrome ブラウザ上で文章作成、表計算、スライド作成などの操作を行います。

一方、一般的な Windows や Mac 用のソフトウェアはインストールすることはできません。初年次ゼミナ

ール理科の多くの授業が配置されている 21 KOMCEE West の教室では、Chromebook を利用することが

できます。 

Step 1.5.1 キーボード                               

タッチパッドの操作の仕方はMacの

ノート PCと同様であり、2本指でタッ

プすることで右クリックになります。 

 

 

 

 

 

 

Check!  

・ECCSクラウドメールの初期設定 

http://hwb.ecc.u-tokyo.ac.jp/current/literacy/email/initialize/ 

・【教員向け】ECCSクラウドメールアカウントを利用すると、G Suite for Educationの機能であ

る Google Classroom という授業運営用グループウェアを利用することもできるようになりま

す。詳細は、FYS portal＞「授業 portal」をご覧ください。https://fye.c.u-tokyo.ac.jp/students/ 

・ 皆さんは公開セッションで Chromebook を利用します。ディスプレイを開くと起動し、ディス

プレイを閉じるとスリープ状態になります。内部 SSD に保存されたファイルや、個人で作成し

たウェブブラウザのブックマーク、閲覧履歴、ログイン情報などはすべて消去されます。 

不便なようですが、共用の PCに個人のログイン・作業履歴を残さないので安全です。 

・ メモやドキュメントを残す場合、OneDrive や Google Drive といったウェブ上のクラウドスト

レージサービスもしくは、USBなどの外部ドライブに保存して下さい。 

・ 対応プリンターを用意していないため、プリンターは使用できません。 
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Step 1.5.2 設定変更                                    

 画面右下のバーをクリ

ックすることで、キーボー

ド、WiFi、ディスプレイの設

定などが変更できます。想

定した動作をしないときに

確認して下さい。 

 

 

 

Chromebook は HDMI のディスプレイ出力ポートを備えて

います。必要に応じて VGA アナログ出力への変換アダプタ

をご利用下さい。 

Step 1.5.3 ファイル、フォルダ、外部ドライブの開き方                      

ファイル、フォルダ、Office Online、外部ドライブ

などを開くときは、画面の左下の「◯」をクリックし

ます。これはランチャーと呼ばれ、Windows のスター

トボタンに相当します。 

 

◯をクリックすると、

アプリケーションや「フ

ァイル」が表示されま

す。 

「ファイル」をクリック

します。 
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左側メニューの「ダウンロ 

ード」は Chromebook の内

部 SSD ドライブの保存領域

を意味し、「USB Drive」は

USB に接続したフラッシュ

メモリなどの外部ドライブ

を意味します。

Step 1.5.4  SSD から外部ドライブへのファイルコピーの仕方

「ファイル」の画面まで進んで、「ダウンロード」をクリックし、内部 SSD に保存されているファイル

を表示させます。コピーしたいファイルを左の項目一覧の「USB Drive」のところにドラック＆ドロップす

ると、外部ドライブにコピーされます。 

ディスプレイを閉じると、ネットからダウンロードしたファイルは全て消去されてしまいます。閉じる

前に外部ドライブへファイルを移すか、次項で説明するようにクラウド上に保存します。 

Step 2 クラウドのファイル共有でグループワークを効率化しよう 

クラウドストレージとは、必要なファイルを外部サーバに保存しておき、必要に応じてインターネッ

トを通じてアクセスすることで異なるデバイスからファイルを読み書きすることができるようにしたもの

です。ファイルの過去のバージョンを保存する機能がついていることが多いので、編集したファイルを誤

って壊してしまったときに元の状態に戻せますし、デバイスが故障した時のための保険にもなります。

しかし、初年次ゼミナールでクラウドストレージを利用する最大の利点は、作業のために参照すべき情

報をグループで共有したり、同じファイルを同時に共同編集したりすることができることです。本 Stepで

は、主に大学で取得できるアカウントを利用して、授業内でクラウドストレージを活用してグループワー

クを進める方法を紹介します。

クラウドストレージの概念については、Step 2.3も参照して下さい。

Check! 
・本学では、授業を担当する教員と履修学生との間の直接の連絡手段は用意されていない（ITC-

LMS でも可能だが、制限が大きい）ため、クラスでの情報共有やファイルの共同編集には、

UTokyo Accountで有効化される Office 365の機能やグループウェア（Step 3参照）を利用す

るのが便利です。
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Step 2.1 Office 365 を使ってファイル共有をしよう                 

Step 2.1.1 Microsoft OneNote で授業情報を集約する                  

Microsoft OneNoteは関連する情報を何でも階層的にとりまとめておき、教員・TA・学生間で相互に

情報を蓄積していくのに便利なソフトウェアです。Office ファイル共有法の一例として活用法を紹介

します。教員が行う作業によって、可能な共有の方法が異なります。 

1. 教員が組織アカウントで Class Notebookを作成し、TAや学生、共同作業をする教員に共

有する。 

 メンバーのフルネーム（姓名の間に全角スペースが必要、アルファベット名の場合は

半角スペースが必要）もしくは UTokyo Account が分かれば、学内者を強制的にグル

ープに追加することができます。 

 共有したい相手が学内の組織 Microsoft アカウントを有効化していない場合、編集及

び閲覧権を与えることはできません。 

2. Microsoftの個人アカウントで OneNoteファイルを作成し、共同編集のためのリンクをメ

ンバーにメールで送る。 

 UTokyo Accountを持っていない学外者や、Microsoft 365の使用権を有効化していな

い学内者にも、リンクを共有することでファイルを共有することができます。 

 リンクを送って招待するためには、招待される側と連絡が取れる（メールアドレス、

SNSアカウント、直接提示等）必要があります。 

 個人アカウントをベースに共同作業を進めると、大容量の OneDrive ストレージなど

の組織アカウントの利点を活かすことができません。 

 

1．の方法でファイルを共有する手順 

手順①【教員向け】：ブラウザ上で Office 365に組織アカウントでログインし、Class Notebook

を作成する 

 Office 365のサイトの右上「サインイン」より、下記でサインインします（Step 1.3参照）。 

・アカウントメールアドレス（ユーザー名）：10桁の UTokyo Account ID@utac.u-tokyo.ac.jp 

・パスワード：UTokyo Accountのパスワード 

個人アカウントでログインしている場合は、「仕事、学校」で再ログイン 
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トップ画面から、Class Notebookを探します。見つからなければ、左上のランチャーから探します。 

「クラスノートブックの作成」から、手順に従ってク

ラス名を付け、教員・学生を追加していきます。 

 TA に教員と同じ閲覧・書き込み権限を与えるなら

ば、TA も「教師」として追加します。東京大学の構

成員であれば、本人がまだ Office 365 を有効化して

いなかったとしても、フルネーム（姓名の間に全角ス

ペースを入れる）もしくは「UTokyo Account 

ID@utac.u-tokyo.ac.jp」のアカウントメールアドレ

スを入力することで、ファイルへのアクセス権を与え

ることができます。 

 

例えば、教師を追加する画面で、右

図のように「長谷川」という名字を入

力すると、この名字を持つ構成員のリ

ストが表示されます。リストでは 30

名までしか表示されないので、目的の

人が見つからなければ、全角スペース

と名の最初の文字を入力して探しま

す。 

 

 

 

手順②【学生側】：「自分と共有」されたファイ

ルの中から、参加している授業の OneNoteを探

す 
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２．の方法でファイルを共有する手順 

手順③【教員／学生】：Class OneNoteを使わずに OneNoteファイルを共有する 

  

Class OneNoteを使わなくても、OneNoteでファイルを作成し共有機能を使うことで、ファイルを共有

したい相手に閲覧もしくは編集の権限を与えることができます。ただし、UTokyo Accountなど組織アカウ

ントでログインしている場合は、そのアカウントのドライブ領域内に個人アカウントで作成されたファイ

ルの共有を受けることはできませ

ん。 

 

編集可能なはずの共有リンクを

クリックしてウェブブラウザ上で

OneNote ファイルを開いたとき直

接編集ができない場合は、アプリケ

ーション画面上部の「ブラウザーで

編集」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Check!  

・OneNoteを使うと、必要な情報を記載したメモをそれぞれ共有するのではなく、ウェブページ

やクラウドフォルダへのリンク、参考文献や発表用のスライド、発表へのコメントなどを簡単

な操作でリアルタイムに共有することができます。 

・ウェブブラウザ上や、Mac・Windows・スマートフォン用のアプリから利用できますが、

Windows用アプリケーションが最も高機能であり、過去のバージョン履歴や、音声入力などの

ユーザー補助機能が豊富です。 

OneNote Online（ウェブブラウザ版）共有アイコン Mac向けアプリケーション版 
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Step 2.1.2 OneDrive を使ってファイルを共有する

 UTokyo Accountで Office 365の使用権を有効化していれば、共有相手の共通 ID を使って授業で利用

するファイルを共有することができます。 

手順①【共有する側】：Office 365 にログインす

るか、ウェブブラウザで OneDrive を探し組織ア

カウントでログイン

手順②【共有する側】：「ファイル」より共有した

いファイルもしくはフォルダの上で右クリックし

てコンテキストメニューを出し、「共有」をクリッ

ク 

手順③【共有する側】：組織アカウントの

OneDrive フォルダ内のデータは、同じ組織アカ

ウントのユーザーにしか共有できません

a. 名前入力からの検索ですと、ユーザー自身が有効化

している登録名のみが表示されるので、メールアド

レス 9999999999@utac.u-tokyo.ac.jp で登録して

下さい。コンマ区切りでの一括ペーストはできず、

1人ずつの入力となります。

b. 共有リンクを送ることで、組織アカウントを持つメ

ンバーにアクセス権を与えることもできます。

手順④【共有される側】：③の方法に対し 

a. Office365にログインし、1)ランチャー＞ OneDrive

を選択 ＞ 2)自分と共有

b. で共有を受けた場合は、共有リンクをクリックし、

組織アカウントでログイン

【教員向け】履修学生の共通 ID は、履修者名簿に記載されています。教員や TA の共通 ID は、

ITC-LMS＞「コース参加者登録」＞「教員検索」「学生検索」で探すことができます。 

操作方法解説 https://fye.c.u-tokyo.ac.jp/lecturerers/AboutThisSite/ 
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Step 2.1.3 発表ファイルをチームメンバーと共同編集する                      

 本節では、Chromebook で Microsoft Office のファイルを作成し、チームメンバーや個人の PC との

間で共同編集を行う手順を紹介します。 

 

手順①：Chromebookを立ち上げ、Office 365に組織アカウントでログイン（要ライセンス有

効化、Step1.3参照） 

手順②：作成したいファイ

ルのアプリケーションをクリ

ック 

 

 

 

 

手順③：テンプレ

ートから新しくファ

イルを作成するか、

「最近使ったファイ

ル」から開く 

 

 

 

手順④：ファイル

は自動保存されるの

で、「共有」ボタンよ

り、共有先メンバー

の組織アカウントに

対して共有を行う

（Step 2.1.2 手順

③、④参照） 

 

Check!  

・個人アカウント間でもファイルの作成や共有をすることはできますが、正確なリンクを送るた

めに個人連絡先を交換しておくなどが必要となります。 

・Windows 上では、組織アカウントの OneDrive を使用する際の使用領域は OneDrive for 

Business、Mac上では OneDrive ‒The University of Tokyoとなり、個人用アカウントの領域

と区別されます。 
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手順⑤：個人の PC から同じファイ

ルにアクセスする 

OneDrive の組織アカウントに接続されてい

れば、その領域に先程作成されたファイルが保

存されているのが見えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 2.2 G Suite for Education の機能を活用しよう                

 ECCS クラウドメールのアカウントを利用することで、Google Drive の保存容量が無制限に利用できる

ようになります。ECCSクラウドメールの設定方法は Step 1.4を参照して下さい。 

 

Step 2.2.1 Google Apps を用いた共同編集                       

 グループワークのために Google アカウントで利用できるツールとして、Google Apps を用いたファイ

ルの共同編集を紹介します。ファイルのリンクを送ることで、学内外の不特定多数のユーザーに閲覧や編

集の権限を付与することができます。 

手順①：共同編集のベースとなるファイルを作成 

 Google の何らかのアカウント（ECCS：ユーザー名@g.ecc.u-tokyo.ac.jp／ 個人用いずれでも）でロ

グインし、右上のランチャーから作成したいファイルの種類を選択します。 

 

 

 

 

 

 

・オフラインで同じファイルに対して変更が行われた場合、インターネットに接続した時点で同

期が行われ、競合する部分はその旨表示されます。 

・ファイルは自動的にクラウド上にバックアップされますが、当該ファイルを編集中のユーザー

が、それを閉じずにファイル名を変更するとファイル破損の可能性があるので注意しましょう。 

・PCにインストールされた Officeソフトウェアでファイルを作成した場合も、「共有」ボタンか

ら OneDrive上にファイルをコピーすることで、共同編集が行えるようになります。 
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手順②：作成したファイルの共有

設定 

 １．「共有」をクリックし、２．そのオプ

ションから３．「詳細」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

手順③：共有の範囲とアクセス権の設定 

 ここでは、共有範囲を「リンクを知っている全員」と

して、アクセス権を「編集者」とします。リンクを受け取

った人は誰でも共同編集に参加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 2.2.2 Google Forms の利用                              

 Google Apps 利用の応用として、ウェブブラウザを通してアンケートデータを取得するのに便利なのが

Google Formsです。 

Check!  

・Google Drive上で同様の手順で共同編集ができるのは、Google Appsで作成されたファイルだ

けです。Microsoft Officeのファイルではうまくいきません。 

・同様の手順でフォルダを作成して、フォルダの共同編集権限をリンクで付与することができま

すが、共有された側がファイルを追加しようとする時には Google アカウントでのログインが

必要です。ECCS アカウントでなくても構いませんし、Gmail 以外のメールアドレスでアカウ

ントを作ることもできます。 

 

・学生を対象としてデータを取得しようとする場合、学籍番号や性別など、個人情報の取り扱いに

注意しましょう。やむを得ず取得する必要があると考えられる場合は、教員の指導を受けて下さい。 
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手順①：Google Appsのランチャーより Formsを選

ぶ 

 グループメンバーと一緒にフォームを共同編集することもで

きます。 

 

 

 

 

 

 

手順②：作成したいフォームのテンプレートを選び、設定を調整する 

 ECCSアカウントでフォームを作成した場合、デ

フォルトでは ECCS アカウントでログインしない

と解答を受け付けない設定になっていますので、必

要に応じて「東京大学 ECCS クラウドメール のユ

ーザーに限定する」のチェックをはずします。 

 同じ回答者が複数回回答することを防ぐオプシ

ョンもありますが、同じ PCからのアクセスであっ

ても、異なるウェブブラウザを使用することで回答

ができてしまいます。 

 

手順③：フォームへのアクセスリンクを

作成 

 右上の「送信」アイコンより、回答フォームへの

リンクを作成し、回答して欲しい相手に配布しま

す。 

 

手順④：回答結果を取得する 

 回答結果を表示するタブ１．をクリックします。

２．回答結果は CSV 形式でダウンロードしたり、

Google Drive 上のスプレッドシートに保存したり

して利用できます。回答を送信・受信したときにメ

ール通知をするように設定することもできます。 

 Google Apps Script を利用するとより詳細に表

示の調整や集計の自動化ができます。 
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Step 2.2.3 Google フォトを用いた画像データの共有                   

 フィールドワークやイベントの記録のために多くの写真やビデオを撮影したとします。複数の撮影者か

らファイルを集めて、見せたい相手に共有するにはどのようにしたらよいでしょう。Google Driveのフォ

ルダ共有を使う（Step 2.2.1 の Check 参照）ことでも実現できますが、写真共有に特化した Google フォ

トを使うとより視認性良く共有することができます。 

手順①：Googleアカウントでログインし、アプリランチャーより「フォト」を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順②：フォトのページに PCのローカルドライブより写真や動画をドラッグして追加 

 アップロードした写真か

ら、アルバムにまとめたいも

のを選択します。図は撮影日

全体を選択する場合です。 

 選択できたら、右上の「共

有」アイコンをクリックして

新しいアルバムを作るか、も

しくは既存のアルバムに追

加します。 

 

 

手順③：共有アルバムを作成す

る 

 新規共有アルバムを作成すると、共有用

のリンクが表示されますので、共有先に送

ります。 
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手順④【共有される側】：共有されたリンクより、写真や動画を追加 

 送付されてきたリンクをクリッ

クします。写真の追加には、自分の

Google アカウントへのログインが

必要です。PC のローカルドライブ

もしくは、自分の Google フォトの

ライブラリから写真を選択して追

加することができます。 

 

 

Step 2.3 Dropbox の活用                                 

 OneDrive、Google Driveと並んで共同作

業のためによく利用されているクラウドサ

ービスに Dropbox があります。利用に関し

て大学で契約やサポートが行われるわけで

はないので、詳しい情報は公式のマニュア

ル（https://navi.dropbox.jp）に譲り、知って

おくべき基本概念のみ解説します。 

 PCでの作業時に、最もシームレスにクラ

ウド上のデータと同期しつつ作業ができる

のが、左図内 a のインストールしたアプリ

ケーションにより、クラウドと同期したロ

ーカルフォルダを作成する方法です。複数

のメンバーで編集権限を持って作業を行っ

ている場合、自分のローカルフォルダの内容がチームメンバーにとってのマスターコピーでもあることを

忘れて共有ファイルを削除してしまうことがありますので、注意しましょう。 

 

 Dropbox ではファイルの形式にかかわらず共同編集がサポートされており、更新が競合する場合は「競

合コピー」が作られてバックアップが取られますし、誤って削除したり上書きしたりしてしまったファイ

ルは、「バージョン履歴（各ファイルのコンテキストメニュー内にあります）」やウェブアプリケーション

上の「削除したファイル」メニューから復活させることができます。ただし、同一ファイルに対する複数

人の同時編集に関しては、OneDrive 上での Office ファイル編集や、Google Apps ファイルの共有ほどの

即時統合性はありません。 

 

 

クラウド上のデータとの主な同期方法 
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Step 2.3.1 Dropbox を用いたファイル共有方法                     

 自分の持っているファイルを他のメンバーに共有する方法は、大きく分けて２種類あります。 

 

手順①：ファイルやフォルダのリンクを共有相手に送る 

 PC 上の同期フォルダ内で、共有したいファイルやフ

ォルダ上で右クリックし、コンテキストメニューから

「Dropboxリンクをコピー」をクリックして共有先に渡

します。 

ウェブアプリケーションの場合は、共有したいファイ

ルやフォルダをポイントすると「共有」というアイコン

が出ますので、そこから共有用のリンクを取得します。 

この方法は、サイズの大きいファイルを送付する必要

があったり、内容が更新されるファイル群をフォルダに

まとめて閲覧させたりしたい場合に便利です。 

ただし、受け取り先の PC やネットワークのセキュリティ設定によっては閲覧できない場合もあります。 

手順②：共同編集への招待を、共有相手のメールアドレスに送る 

 フォルダを共有してその中で共同作業をしたい場合は、フォ

ルダの上でコンテキストメニューを出し、「共有」を選択します。

共有先のメールアドレスを入力し、許可する権限を「編集可能」

とします。 

 共有相手の作業の自由度は高いですが、共有先のメールアド

レスを一つ一つ入力する必要があるので、広く浅いグループで

共同作業をするのには向きません。また、共同編集権限を与えら

れた人のストレージ容量を圧迫します。 

 

※共同編集フォルダは入れ子にできません。すなわち、共同編集権限を設定したフォルダの中に、別の共

同編集権限を設定したフォルダを作ることはできません。 

Check!  

・クラウド上の保存可能な容量が巨大化する一方、ノート PC の記憶媒体は容量が小さいものが

多くなっています。そのため、コンピュータのローカルな記憶媒体に同期させるファイルを個

別に選択できるサービス（OneDrive: ファイルオンデマンド、G Suite: ドライブファイルスト

リーム、Dropbox: 有料プランのみスマートシンク）が普及してきました。 

・利用している複数種のクラウドストレージをまとめて、容量を統合したりファイルの移動を容

易にしたりするサービスも出てきています。 
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Step 2.3.2 リンクを用いて、不特定多数から特定のフォルダ内にファイルを収集する             

 不特定多数のユーザーと共同編集する機能は弱い Dropboxですが、リンクによって特定のフォルダに対

して複数のユーザーからファイルをアップロードしてもらう「ファイルリクエスト」という便利な機能が

あります。 

手順①：ウェブブラウザから自分のアカウントにログインし､メニュ

ーより「ファイルリクエスト」を選択 

 

 

 

 

手順②：ファイルの保存先フォルダを決める 

 「どのようなファイルをリクエストしますか？」で入力し

た文字列をフォルダ名とするフォルダが、Dropbox のルー

トに作られます。 

 それ以外の場所にファイルを収集したい場合は、

「Dropbox 内でのファイルの保存先」から「フォルダを変

更」を選択します。ファイルを収集する側が整理された状態

で集まったファイルをすぐに利用できるように、フォルダ

の構成を工夫します。 

 

手順③：アップロード用のリンクを取得する 

 リンクをメールなどで送付することで、複数のユーザー

にファイルアップロードを求めることができます。 

 

 

 

 

手順④【ファイル提出を求められた側】：リンクをクリックしてファイルをアップロードする 

ファイルを提出するユーザーは、送付されたリンクをク

リックすることで、手持ちのファイルをアップロードする

ことができます。 

 どのような形式のファイルでも送付できますし、複数の

ファイルを一度に選択してアップロードすることもできま

すが、フォルダごとアップロードすることはできません。 
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Step 2.4 さまざまなクラウドサービスの特徴まとめ                          

 それぞれの機能ごとの使いやすさを星で評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

使用開始の

容易さ 
 

UTokyo Accountでグル

ープウェアとして活用す

るには、最初に教員によ

る設定が必要なサービス

もある 

 
Google Appsファイルの共同

編集やフォルダの共有をする

だけならば、ECCS組織アカ

ウントと個人アカウントとの

間でも共有ができる 

 
編集の自由度が高い反面、

クラウドサービスの使用法

に慣れていないメンバーが

混在すると、不測の事態を

招くことも 

授業外での

作業との接

続性 

 
個人 PCにインストール

した Officeアプリケーシ

ョンやモバイルデバイス

上でも共同作業を継続で

きる 

組織アカウントと個人ア

カウントの管理領域を併

用できる 

 組織アカウントで作
成したファイルやフォル

ダを、個人アカウントを

使うユーザーにそのまま

共有することはできない 

 
普段のドキュメント編集で

Microsoft Officeを使用して

いるならば、Google Drive上

での作業との直接の互換性は

限られる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
さまざまな種類のファイル

で共有・共同編集が可能だ

が、無料で利用できる容量

は限られている 

複数人でファイルを同時に

編集しようとすると、「競

合コピー」ができやすい 
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Step 3 グループウェアを用いたコミュニケーション         

 各グループ内での情報交換には LINEなどの SNSが使われる傾向にありますが、授業参加者全員で同じ

情報共有ツールを使い、かつプライベートな連絡手段とは切り離すことができるツールとして、ここでは

slackの使い方を紹介します。他のグループウェアも基本的な設定は類似しています。 

手順①【オーナー】：slackのア

カウント作成 

 ウェブブラウザで slack のトップページ

を探し、アカウント作成後、「ワークスペー

スの作成」を行います。 

 グループに入れたいメンバーのメールア

ドレスを取得しておきます。 

 

手順②【オーナー】：ワークスペ

ースの作成 

 グループ（各授業）で利用する作業スペ

ースを作成します。 

 グループの名称（日本語でもよい）と、

URLを設定します。 

 

 

手順③【オーナー／管理者】：ワークスペースの基

礎設定 

グループ作成者は、他のメンバーもワークスペース管理者

に割り当てることができます。 

管理者は、ワークスペース名のドロップダウンリストから

「ワークスペースの設定」をクリックします。 

 

 ウェブブラウザ上の「設定と権限」画面が開きます。 

 「メールアドレスの表示」「おやすみモード」のチェックを

はずし、設定を保存します。 
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手順④【オーナー／管理者】：作成したワー

クスペースに、メンバーのメールアドレスを追

加し、招待を送る 

招待リンクを送付することで参加を促すこともでき

ます。デフォルトでは招待には有効期限があります。 

 

 

 

 

手順⑤【メンバー】：招待を承認し、アラートを受け取る 

参加するワークスペースの URL（英語文字列.slack.com）

と、それに紐付けられた自分のアカウントを覚えておきま

す。 

 ウェブブラウザからログインしている場合は、「デスクト

ップ通知を受け取る」を許可します。あるいは、PCやスマ

ートフォンなどにアプリケーションをインストールし、通

知のタイミングなどを設定します。 

 

 

通知の頻度やメールでのアラートの有無は、チャンネルご

とに設定できます。ワークスペース内の小グループのことを

「チャンネル」といい、メンバーを自由に設定できます（手

順⑥）。 

 

通知設定の詳細その他については公式サイト（QRコード）

を参照して下さい。 
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手順⑥【全員】：必要に応じてチャンネルを作成 

ディスカッショングループを作るには、左メニューの○＋アイコン（チャンネル作成）をクリックします。

公開（パブリック）にするか、クローズなもの（プライベート）にするか選び、名称とメンバーを決めま

す。 

「招待の連絡先」ではボックス内をクリックすると選択肢が表示されますので、クリックして選びます。

その後、ボックス外をクリックすると「チャンネルを作成する」ボタンが見えるようになりますので、ク

リックして確定します。チャンネルの属性は後から変更できます。 

８名以下のグループに対して直接メッセージをする場合は、左メニュー下のダイレクトメッセージの項目

で○＋アイコンをクリックします。1対１のメッセージをする場合は、相手の名前を直接クリックします。 

 

チャンネル名の下のアイコンをクリックす

ることで、所属メンバーや共有されたファイ

ルのリスト、重要な投稿の一覧が右のコラム

に表示されます。 

 

 

手順⑦【全員】：モバイルアプリでのワークスペースへのログイン 

モバイルデバイスに slackをイントールします。別々のメールアドレス（slackアカウント）に紐付けら

れた複数のワークスペースを共存させることもできます。 
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手順⑧【全員】：slackとクラウドドライブなどの連携 

 App から ○＋アイコンをクリックし、OneDrive、Google Drive、

Dropbox、Googleカレンダー、ToDo管理、アンケートなどのアプリケ

ーションと連携させることができます。 

 

 

 

 

手順⑨【全員】：重要な投稿を、ピンやスターで強調する 

 授業での共有ファイルやフォルダへ

のリンクなど、チャンネルのメンバーに

常に参照して欲しい投稿は、「ピン留め」

することで、チャンネルの属性からいつ

でもアクセスできます。 

 

 これに対し、「スター」はメンバー個人

にとってのフラグとして機能します。右

上のスターアイコンをクリックするこ

とで一覧表示できます。  

 

Check!  

・【教員向け】授業内でコミュニケーション用グループウェアとファイル共同編集、フォルダの共
有を最も簡便に行う方法の一例として、以下の手順が考えられます。 

1. 【コミュニケーションツール】学生が普段利用しているメールアドレスを収集し、slackグ

ループを作成する。個人のメールアドレスはメンバーに開示しない。 

2. 【情報のまとめ・自習スペース】個人アカウントで OneNote ファイルを作成し、共同編

集リンクを slackにピン留めする。 

3. 【ファイル・フォルダの共同編集】共有ファイルを Google Drive内（ECCSクラウドメー

ルアカウントを利用するとよい）に置き、共同編集リンクを slackにピン留めする。 

 

ただし、この方法では Microsoft 包括ライセンスの恩恵が受けられないため、設定がご面倒で

なければ、組織アカウントでのMicrosoft OneNoteや OneDrive for Businessの利用（Step 2.1

参照）をご検討下さい。 

G Suite for Educationを活用する場合は、Google Classroomや Edmodoをグループウェアと

して利用することができます。 
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Step 4 学内アカウントを活用したプログラミング環境       

Step 4.1 MathWorks アカウントの取得と MATLAB の利用              

2019年度より、MathWorks社の科学技術計算ソフトウェアMATLAB が学習・研究に利用できるように

なります。関連するすべての Toolbox と教育プログラム、技術サポートも利用できます。使用を開始する

際には UTokyo Accountと“*.u-tokyo.ac.jp”をドメインに持つメールアドレスが必要です。学部生は ECCS

クラウドメールの設定（本副読本 Step1.4）で取得することができます。 

 

手順①：UTokyo MATLAB Campus-Wide Licenseページから東京大学向けのMATLABポー

タルサイトにアクセス 

 https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/matlabcwl.htmlにアクセスし、「MATLABポー

タルサイト」ボタンをクリック。 

手順②：MATLABポータルサイトの中でサインイン 

 UTokyo Account でのサインインを求められたら、10 桁の ID とパスワードを入力して認証を行いま

す。 

 

 

 

手順③：MathWorks アカウントの作成 

 “*.u-tokyo.ac.jp”をドメインに持つメー

ルアドレスで MathWorks アカウントを新規

作成します。 

既 に “ *.u-tokyo.ac.jp” ア ド レ ス で

MathWorks アカウントを持っている場合は

右のボタンをクリックします。 
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手順④：メールアドレスの確認、大学ライセンスとの関連付け 

新規に MathWorks アカウントを作成した場合はそのメールアドレスに確認メールが届くので指示に従

います。「大学のライセンスとの関連づけに問題がありました」と出る場合がありますが、大学のライセン

スと「関連づける」をクリックすると大学のライセンスと関連づけられます。 

手順⑤：ダウンロード、インストール 

ここまでの手順で、ウェブブラウザ上で動作するMATLAB Onlineは利用することができますが、PC上

ですべての機能を利用するにはソフトウェアのダウンロード、インストールが必要です。 

 ライセンス 40790257, Individual, Total Headcount, Academicを選んでダウンロードします。 

MATLABは毎年 3月と 9月に新しいバージョンがリリースされます。必要なバージョンとインストール

したい OS（Windows, MacOS, Linux）を選択し、「MathWorksアカウントでログインする」を選びます。

また、現在利用可能なToolboxは90種ありますので、必要なものにチェックを入れて次へ進みます。Toolbox

は後から追加することもできます。 

手順⑥：ライセンスの更新 

MATLAB をインストールして１年

後、ライセンスの有効期限が近づいた

とき、あるいは既にインストールされ

たMATLABソフトウェアのライセンス

を切り替えるときは、ホームメニュー

＞ヘルプ＞ライセンス＞「ソフトウェ

アのアクティベーションを行う」で更

新します。 

  
・MATLAB Mobile はスマートフォンやタブレットにもアプリストアからインストールすることが

でき、MATLAB Onlineや PCと接続できます。また、スマホのセンサーデータを取得してクラウド

ストレージや PCに送信し、解析することができます。 
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Step 4.2 ウェブブラウザだけで Jupyter ノートブックを利用する        

 Chromebookなどウェブブラウザしか利用できない環境でも、設定不要で Python Jupyterノートブック

の環境を利用できる Google Colaboratory というサービスがあります。ファイルの共有リンクで簡単に共

同編集が行えますし、GPU（Graphics Processing Unit）を利用して代表的な機械学習フレームワークを動

かすことができます。 

 

手順①：Colaboratoryサイトにアクセスする 

 https://colab.research.google.com にアクセスします。Chrome もしくは Firefox ブラウザの利用が推奨

されます。 

作成するプログラムが

Python3 系か Python２系

かを選択します。新しいフ

ァイルを作成する際に

Google アカウントへのロ

グインが求められます。 

 

 

 

 

手順②：Google Driveをマウントする 

 ノートブック編集の画面左側の「＞」ボタンをクリックすることで「コードスニペット」一覧が表示さ

れます。「Mounting Google Drive in your VM」の右の矢印１．をクリックするとノートに対応するコード

がノートブックに自動的に入力されます。各コードセルの左上にある実行ボタンをクリック２．すると、

認証コードを表示させるリンク３．が出力されますので、そこから認証コードをコピーして４．にペース

トすると、個人の Google Drive内のデータを直接読み込むことができるようになります。 

・最初からインストールされていないライブラリは自分で選んでインストールできます。また、Linux

のコマンドを使用して Cなどの開発環境をつくることもできますが、作業休止 90分、あるいは継続

していても 12時間後には作業環境が初期状態にリセットされてしまうので注意が必要です。 
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【学内・学外アクセス OK】 https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/index.html 

 
 

東京大学で使えるツールはここにある 

GACoS（ガコス） 
東京大学で使えるデータベースにはどんなものがあるか、探すサイト。

まずは「主題」から自分の分野で一度探してみることをおすすめ。

学内からだけでなく、学外から利用するための入口もここにある。

調べたい資料の種類や分野を指定して

「検索」すると、関連するデータベースが

リストで表示される

表示されるリストから、使いたいデータベース名

をクリックして接続！

学外からは

で接続！

UTokyo Account で使える。 

ツイッターで

セミナーなどの情報も

お届けします。

この資料はオンラインでも見られます。

下記 GACoS から、他のデータベースのテキスト等も見られます。 

GACoS Web サイト 文献探索ガイド（PDF） 

Part3. 早速使ってみたい人のための文献探索ガイド
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【学内・学外アクセス OK】 GACoS「定番データベース」 

入力例 ※原則として、記号は半角で入力。OR は半角大文字で入力。

・AND 検索 ips cells

・フレーズ検索 "ips cells"

・OR 検索 "ips cells" OR ipscs OR "induced pluripotent stem cells"

・NOT 検索 "ips cells" －yamanaka

学術文献をまとめて探すツール その１ 

Google Scholar 

論文・図書など、多様な分野の多様な資料をまとめて検索できる。

学内からアクセスすると、東京大学で購入している電子ジャーナルの本文を読むことができる。

東京大学が購入している

電子ジャーナルへのアクセス

はここから。

表示されない時は  （図書館

リンク）から設定

論文の本文を見るには、タイトルか、

タイトル右側のリンクをクリックする。

AND 検索 OR 検索 NOT 検索 

両
方
含
む

ど
ち
ら
か
を
含
む

不
要
な
も
の
を
除
外

著者がどのような言葉を使っているか、想像しながらキーワードを考えよう。

思ったような検索結果が出ない場合は、検索テクニックを使ってみよう。

キーワードの入れ方によって、検索結果がまったく違う場合がある。

初めて使うデータベースでは、検索テクニックのルールを調べてみること。

ヘルプを見ると載っている。検索テクニック

キーワードの間にスペースを入れる。どこかにこのキーワードが入っていれば検索結果に出る。

出現順も関係なし。キーワードを増やすと検索結果を絞り込める。

 
ダブルクォーテーションで言葉をかたまりとして検索する。検索ノイズを減らすことができる。

キーワードを増やすことで検索漏れを防ぎ、検索結果を増やす。OR の前後にはスペースを入れる。

必要なものが除外されてしまわないか、よく考えて使う。

マイナス記号の後ろにはスペースを入れない。
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【学内のみアクセス OK】 GACoS「定番データベース」 

検索例  ※授業で示された参考論文の本文を入手する。

K. Somiya, "Detector configuration of KAGRA-the Japanese cryogenic gravitational-wave detector,"
Classical and Quantum Gravity, vol. 29, (12), 2012.

￥

TREE（UTokyo REsource Explorer） 

論文・図書など、多様な分野の多様な資料をまとめて検索できる。

図書・紙の雑誌の検索結果には学内の所蔵図書館・室が表示される。

論文・図書等の資料区分で

絞り込むこともできる。

紙の資料（図書・雑誌）は学内の所蔵図書館・室が表示されるので、借りに行くまたは取り寄せる。

学術文献をまとめて探すツール その２ 

論文のタイトルを入力して検索できる。

所蔵表示の見かた

駒場図書館の 4 階の「441.1」という分類の棚に

本がある。

「441.1」は「天体力学」をあらわし、同じテーマの

本がこの棚に並んでいる。

タイトルをクリックし、UTokyo Account
で MyOPAC へログインすれば、

他キャンパスからの取寄せもできる。

（無料）

借りている本の期限延長も MyOPAC
からできる。

「オンライン」アイコンの論文は

タイトルをクリックすると

電子ジャーナルへジャンプ。
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【学内・学外アクセス OK】GACoS「定番データベース」 

【学内から】GACoS「定番データベース」 
【学外から】SSL-VPN Gateway サービス 

日本語の雑誌論文を探すツール 

CiNii（サイニィ） Articles 

多様な分野の日本語の論文（学会誌や大学の紀要など）を検索できる。

電子ジャーナルで本文が見られない場合は、東京大学 OPAC 等で紙の雑誌を探す。 

キーワードを入れて「検索」する。

検索結果一覧から、詳しく見たいものをクリックする。

または、本文入手リンクをクリックする。

■検索のコツ■
著者名や刊行物名を「/」スラッシュでくくると、 
完全一致検索ができる。

★類義語・関連語・異なる表記を調べるには、辞書ツールも使ってみよう。

JapanKnowledge Lib 

百科事典・国語辞典・外国語辞典・用語辞典などの辞書・事典を一括検索できる。

見出しだけでなく、全文からも検索可能。関連語や用例も調べられる。

検索テクニック

単語は短く区切って入力したほうが検索結果が多くなる。

言葉をたくさん知っていると検索するときに役立つので、関連語も見られる辞書ツールも使って

みよう。
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【学内・学外アクセス OK】GACoS「定番データベース」 

書誌情報の保存・編集等はすべて Web で行う。 
Word ファイルでの参考文献リスト作成には、Word へのアドインインストールが必要。 
参考文献リストの書式は、日本語の学会誌等も豊富。書式のリクエストも可能。

新バージョンでは PDF ファイルの管理やユーザー間でのフォルダ共有が可能。 
詳しくは⇒RefWorks を使うには？  https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/faq/refw.html 

Web 版とデスクトップ版を併用する。同期することで、他 PC からも同じ情報にアクセスすることが可能。 
Word ファイルでの参考文献リスト作成には、Word へのアドインインストールが必要。 
参考文献リストの書式は、ほぼ英語のみ。

PDF ファイルの管理やグループでの共有が可能。 
詳しくは⇒Mendeley を使うには？  https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/faq/men.html 

文献管理ツール

論文・図書などの書誌情報（タイトル・著者名・雑誌名・巻号・出版年・URL など、その資料を 
特定できる情報）を、保存しておくことができる。

読んだ文献・読みたい文献の情報を管理することができる。

さらに、レポート・論文につける参考文献リストを、保存しておいた情報を利用して自動作成できる。

様々なツールが存在するが、東京大学が現在、機関契約しているのは以下の 2 種。 

RefWorks 【学内・学外アクセス OK】GACoS「定番データベース」 
※まず学内でアカウントを作成すると、学外からもアクセスできるようになる。

Mendeley 
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物理学、数学、コンピュータ科学等のプレプリントを含む各種論文のアーカイブ。

理工学分野の文献データベース。理工学分野の２大データベース Compendex と Inspec を統合検索できる。 

日本国内の学会が発行する電子ジャーナル。「フリー」マークが付いている論文は学外からも閲覧可能。

1940 年以降の世界の数学分野学術文献を網羅するデータベース。雑誌・会議録・数学研究図書をカバーし、

書誌情報・レビューを提供。

世界最大の医薬関連データベース MEDLINE のインターネット無料提供版。東大専用入口から利用すると、

検索結果詳細画面に「UTokyo Article Link」ボタン（本文入手のためのリンク）が表示される。 

CAS (Chemical Abstracts Service) が提供する化学物質情報、科学技術文献情報、有機化学反応情報、

試薬・化成品のカタログ情報、既存化学物質台帳情報を検索できる。

全分野の主要な学術雑誌（約 20,000 誌）に掲載された論文のデータベース。引用によるつながりで関連する

論文を検索できる。また、同じプラットフォームから生物学系の BIOSIS、特許情報の Derwent Innovations 
Index など様々なデータベースも統合検索できる。 

図書館に相談してみよう！ 

駒場図書館ホームページ

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/komaba
東京大学附属図書館 ASK サービス 

https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/opac/ask/ 

 カウンターで資料の

相談ができます※。

Web からも質問 
できます。

その他のデータベース・追加情報

PubMed[東大専用入口] 【学内から】GACoS「pubmed」でキーワード検索 
【学外から（東大専用入口の場合）】SSL-VPN Gateway サービス 

SciFinder 【学内から】GACoS「scifinder」でキーワード検索 
【学外から】SSL-VPN Gateway サービス（一部機能に不具合あり。利用できる部分のみの利用） 

arXiv 【学内・学外アクセス OK】GACoS「arxiv」でキーワード検索 

Engineering Village 【学内から】GACoS「engineering」でキーワード検索 
【学外から】SSL-VPN Gateway サービス 

MathSciNet 【学内から】GACoS「mathscinet」でキーワード検索 
【学外から】SSL-VPN Gateway サービス 

J-STAGE 【学内・学外アクセス OK】GACoS「j-stage」でキーワード検索 

ラーニングコモンズで先輩に質問してみよう！

この資料に関するお問合せ： 東京大学本部情報基盤課［学術情報リテラシー担当］ 

TEL: 03-5841-2649（内線:22649）  メール: literacy@lib.u-tokyo.ac.jp 

先輩 TA が質問に答えてくれます。PC やプロジェクタの貸出も！

場所・日時・対応可能な科目は、UTAS、学内掲示板、Twitter でお知らせします。

先輩・図書館に相談！ 

 

※資料探しのご相談は平日 9:00-17:00 にお越しください

Twitter はこちら 

Web of Science コアコレクション 【学内から】GACoS「定番データベース」 
【学外から】SSL-VPN Gateway サービス 
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SSL-VPN Gatewayサービス
Email: sslvpn-soudan@itc.u-tokyo.ac.jp問い合わせ先

SSL-VPN Gateway サービス

https://gateway.itc.u-tokyo.ac.jp/

https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/sslvpn/service.html (学内のみ）このサービスの
説 明 ペ ー ジ は

東京大学の学部学生、大学院生、研究生

学生が、各種Webサービスを自宅などの学外ネットワークから利用するためのサービスです。

自宅からデータベースや
電子ジャーナルを使うには？

サービス対象

学生向け

UTokyo Accountが
必要です。

データベースや
電子ジャーナルが
自宅から
利用できます。

(学内から利用可能なデータベース・電子ジャーナル等でも、SSL-VPN Gatewayサービス経由では使えないものもあります) 

学生向け
1
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https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/index.html【学内・学外OK】

必要な場合はデータベースからログアウト

パスワードの有効期限は1年間です。
有効期限までにUTokyo Accountのページでパスワードを変更してください。

https://gateway.itc.u-tokyo.ac.jp/

データベース・電子ジャーナル等を利用

サインアウト

SSL-VPN Gatewayサービスにサインイン　 

データベース・電子ジャーナル一覧などから選択

サインイン画面へのリンクはこちら

GACoS は学術情報を探す入口となるサイトです。 学外アクセスサービス等への
リンクがあります。

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/account.html

UTokyo Accountで
サインイン

Homeへこのアイコンを
移動する

サインアウト

※アカウントとパスワードは漏洩しないよう
に厳重に管理してください。
自分のパソコンからのアクセスを推奨。

※大量ダウンロード・ソフトウェアによる一括ダウンロード厳禁！

出版社がIPアドレスをブロックし、全学的に利用できなくなる場合もありますので、注意して利用してください。

UTokyo Account 検索

 ガコス 検索

＊ログイン後は画面右上、 もしくは左上に認証済であることを
　示すバナーが表示されます。
　使い終わったら、 ドアのアイコンをクリックしてサインアウト
　してください。

＊ 個人の学術研究・教育目的以外の利用は禁止されています。 

＊ 本サービスを利用して取得した情報を第三者に譲渡する
　　ことは禁止されています（出版社等との契約違反、著作権法
　　違反に問われることになります）。 

＊ 東京大学情報倫理規則を遵守してください。
　　https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/cie/ja/index.html

学生向け
2

クリック！
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